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熊野灘の海況は, 黒潮が直進流路をとるか, 大蛇行流

路をとるかによって大きく変化することが知られている

(例えば, 藤本・友定 1980)｡ 黒潮流路と熊野灘沿岸の

水温との関係については, 黒潮大蛇行期に高水温傾向に

なりやすいこと (伊藤 1979�1984), 熊野灘沿岸の潮位

変動は黒潮流路の影響を受けて水温変動と連動している

こと (藤田 2001, 久野・藤田 2003) などが報告され,

黒潮流路と熊野灘沿岸の海況変動は密接な関係があるこ

とが明らかにされている｡

また, 熊野灘の流況についてはこれまでに���

(�����	
���
���
�����
���	����；電磁流速計) による

広域の流速データを黒潮流路タイプ別に解析した結果

(小林ほか 1984�1986) が報告されている｡ 黒潮流路の

変動によって熊野灘の流況は大きな影響を受けること,

季節風の影響はみられないこと等が明らかにされたが,

この報告では15′メッシュのデータを長期間の平均値と

して用いているため, 流れの詳細については議論されて

いない｡ 紀伊半島最南端の潮岬西岸では ｢振り分け潮｣

と呼ばれる流れについて���� (�
�����
 �������

�����
���������；超音波ドップラー流速計) を用いた詳

細な観測結果が報告されている (�����
�������1998,

竹内 2005) が, 熊野灘海域の詳細な流況観測の結果を

とりまとめた報告はこれまでにない｡

三重県科学技術振興センターでは, 2002年３月から新

調査船 ｢あさま｣ による観測を開始した｡ 新調査船の特

徴は, 巡航速力20ノットの高速で短時間に広範囲の観測

が可能になったことである (藤田ほか 2004)｡ ����は

高速での観測には不向きとされてきたが, ｢あさま｣ で

は各種の対策によって高精度の流向流速データを得るこ

とに成功した｡ ここでは, 2002年11月から2006年３月に

｢あさま｣ による����観測によって得られた熊野灘海

域の流向流速データをとりまとめ, 熊野灘の流況と黒潮

流路との関係について検討したので報告する｡

なお, 本調査は ｢海洋構造変動パターン解析技術開発

試験事業｣ および ｢��活用型海洋調査事業｣ の一環と

して行われた｡

� �

調査船 ｢あさま｣ (79トン) 搭載の����(��社製300

���) を用いて, 熊野灘沿岸定線観測時に航走中連続し

て多層の流向流速観測を行った｡ 高速航行中においても

高精度の流向流速データを得るために, ����を船底ドー

ムに納めることで泡切れの防止を図った (図１)｡ 系統

誤差対策としては, サテライトコンパス (�� 方位セン

サー；!"�"#$製) をヘディング信号に採用すること

によって, 航海ごとのジャイロ合わせ誤差が発生しない

ようにした｡ 観測時の設定は, 観測開始当初はブランク

３ｍ, 層圧４ｍとしたが, 第１層の値が不安定になりや

すいことなど改良の余地があった｡ そのため, ブランク

および層圧の設定を試行錯誤して, 2002年11月以降はブ

ランク５ｍ, 層圧５ｍ, 層数は20層 (第１層が10ｍ, 以

下15ｍ･20ｍ･25ｍ･･･第20層が105ｍ) とした｡ 記録した

データは, エスイーエイ社製プログラム��������%で

補正処理後, 同社製の表示ソフト���
�&��'を用いて

流向流速ベクトル図を作成した｡

熊野灘沿岸定線観測における定点位置を海底地形と合

わせて図２に示した｡ 図中の黒丸が観測定点, 等深線は

1�000ｍ毎に実線, 500ｍ毎に破線で示した｡ 本研究では,
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����観測データに基づく熊野灘の流況と黒潮流路

� �

調査船 ｢あさま｣ 搭載の����(超音波ドップラー流

速計) を用いて, 2002年４月から2006年３月まで毎月１

回, 熊野灘で流向流速観測を実施し, 熊野灘の流況と黒

潮流路との関係について検討した｡

１. 黒潮直進期には, 熊野灘北部に0�5～１ノット前後

の時計回りの流れが形成され, 南部沿岸では0�5～１

ノットの南下流となる流況が典型的なパターンである

と考えられた｡ また, 熊野灘南部沖合に３ノット以上

の黒潮の流れが見られ, 潮岬沖の黒潮北縁が５マイル

未満まで接岸した時に熊野灘沖の黒潮北縁では４ノッ

ト以上の強い流れとなりやすいことが明らかになった｡

２. 黒潮大蛇行期には, 黒潮内側反流に伴う１～２ノッ

トの南西流が卓越するものの, 熊野灘北部には１ノッ

ト前後の時計回りの流れが形成され, 熊野灘北部では

海底地形の影響で定在的な流れがあると考えられた｡

３. 黒潮小蛇行通過時には, 熊野灘北部で反時計回りの

流れが観測され, 小蛇行通過に伴って一時的に流況パ

ターンが変化することが明らかになった｡

４. 黒潮が直進流路から大蛇行流路への移行期には, 黒

潮本流が熊野灘に直接流入し, 沿岸域でも２～３ノッ

トの北東流が観測され, 水温の急上昇を伴う激しい変

化が見られた｡ 一方, 黒潮大蛇行の解消期の流路変化

は穏やかで, 大蛇行形成期とは対照的であった｡
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